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１.地域保健活動の転換期に

おける人材育成



行政の変革期における専門家への期待

行政組織

１．自治体の政策策定、施策化と事
業運営、評価

２．組織のフラット化、分散配置、機能
性の追及

３．保健福祉活動における機能分化
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施策立案と評価、説明能力
サービスの質管理
横断的視野

施策立案と評価、説明能力
サービスの質管理
横断的視野

高度な看護実践専門能力
組織構築、調整能力
情報収集、判断、活用能力
倫理的判断

高度な看護実践専門能力
組織構築、調整能力
情報収集、判断、活用能力
倫理的判断

総合的能力を備え、高度な専門性をもったプロフェッショナル

背景 経済優先の競争社会、 地方分権と公共サービス
医療制度改革と地域保健福祉システムの再構築

背景 経済優先の競争社会、 地方分権と公共サービス
医療制度改革と地域保健福祉システムの再構築

保健活動
１．複雑化する健康課題
２．住民参加と関係機関のネッ

トワーク
３．情報化社会

保健活動
１．複雑化する健康課題
２．住民参加と関係機関のネッ

トワーク
３．情報化社会



保健師の実践におけるコア能力の構造

対人支援
ケースマネジメント能力
地域住民との協働能力

対人支援
ケースマネジメント能力
地域住民との協働能力

地域マネジメント
地域管理・情報管理能力
事業企画立案・評価能力
地域住民との協働能力

地域マネジメント
地域管理・情報管理能力
事業企画立案・評価能力
地域住民との協働能力

日常活動日常活動

健康危機管理健康危機管理

組織管理 職場組織、人材育成組織管理 職場組織、人材育成

人材育成の基盤となる能力：自己内省力
平成19年度厚生労働科学研究報告書「保健師指導者の人材育成プログラムの開発」 代表佐伯和子



人材育成とは

住民の期
待に応え
ることがで

きる
質の高い
地域保健
活動

住民の期
待に応え
ることがで

きる
質の高い
地域保健
活動

自分自身を育
てること

スタッフや後輩
を育てること

職場組織を育
てること

自分自身を育
てること

スタッフや後輩
を育てること

職場組織を育
てること

実践能力とやる
気の向上

職場内外のコ
ミュニケーション

の充実

活気ある職場

実践能力とやる
気の向上

職場内外のコ
ミュニケーション

の充実

活気ある職場

平成19年度厚生労働科学研究報告書「保健師指導者の人材育成プログラムの開発」 代表佐伯和子 改変



キャリアのとらえ方

１ 2つの側面

組織管理論：人材資源として職業能力の開発
生涯発達論：個人の生涯発達

２ キャリア開発の視点の本質 Schein EH(1978)
時の経過にともなう個人と組織の相互作用に焦点があ

り個人と組織の調和過程
↓

キャリアは生涯をとおしての人間の生き方

３ 組織内キャリア発達の側面
主観的・・・職務満足、アイデンティティなど
客観的・・・職務遂行、業績、地位、給与など
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２.保健師のキャリアラダーと

人材育成の課題



キャリアラダーとは

１ 当該組織の人的資源管理ならびに総合的な人材開発を目
的とした個人支援システムである

人材の採用、育成、登用、キャリア開発、目標管理など

２ 基本軸となるのは、保健師のコンピテンシーであり、知識・
技術、思考的側面を含む

３ 系統的、順序性のある保健師専門職としての成長発達が確
認できる

平成19年度厚生労働科学研究報告書「保健師指導者の人材育成プログラムの開発」 代表佐伯和子



保健師のキャリアラダー
（育成するコア能力）

個人・家族への責任あ
る対応の実施
個人・家族への責任あ
る対応の実施

集団・地域を視野に入れ
た組織的対応の実施
集団・地域を視野に入れ
た組織的対応の実施

自治体における対応策
のシステム化
自治体における対応策
のシステム化

リーダーシップを発揮した
活動の推進・評価

リーダーシップを発揮した
活動の推進・評価

スーパーバイズスーパーバイズ

職場適応と保健師として
のアイデンティティ

職場適応と保健師として
のアイデンティティ

管理期管理期

新任期新任期

中堅期中堅期

平成19年度厚生労働科学研究報告書「保健師指導者の人材育成プログラムの開発」 代表佐伯和子より



保健師のキャリアラダー1
ラダー 期 職位・めやす 育成するコア能力 ギャッジアップの要件

Ⅴ 管理期２ 統括者 自治体における対
応策のシステム化

Ⅳ 管理期１ 中間管理職 スーパーバイズ

Ⅲ 中堅期２ 次期管理者 リーダーシップを
発揮した活動の推
進・評価

Ⅱ 中堅期１ 一人前 集団、地域を視野
に入れた組織的対
応能力

Ⅰ 新任期２ 基礎自立期 個人家族への責
任ある対応

新任期１ 要見守期 職場適応と保健師
としてのアイデン
ティティ

国や他の自治体、他部署を視
野に入れて、調整や資源・制
度を創出する政策的対応がで
きる力量

国や他の自治体、他部署を視
野に入れて、調整や資源・制
度を創出する政策的対応がで
きる力量

管内や自治体全体を視野に入
れて資源や制度を創出する政
策的に対応できる力量

集団的あるいはチームとして
組織内外の住民や関係者と共
同できる力量

個別的に部署内で対応できる
力量

平成19年度厚生労働科学研究報告書「保健師指導者の人材育成プログラムの開発」 代表佐伯和子



保健師のキャリアラダー2
対人支援 地域マネジメント 健康危機管理 組織管理

職場管理 人材育成

Ⅴ 総 合 的 な ス ー
パーバイズ

地域保健計画、医療
計画の策定

政策評価

システム開発

体制、システムづくり

施策化

上 部 組 織 へ の 提 言
（発信）

組織を代表して
の交渉、調整

他部署との交
渉調整

組織の発展と人
事管理

適材適所の人
事配置と人事異
動

Ⅳ 事例のスーパー
バイズ

担当分野のアセスメ
ントと計画、評価

施策評価

人員配置・派遣者調整

中長期的視野をもった地
域支援計画策定

実務の自組織
内調整

業務進行管理

職場内人事管
理

Ⅲ
担当保健分野の施
策化体系

事業評価

関係機関との連携・調整

健康危機のフェーズ別事
業の企画立案・評価

リーダーシップ
組織的な教育対
応

Ⅱ 複雑困難な事例
への対応

地域保健全体のアセ
スメント

対策としての事業起
案

健康危機の地域診断

疫学調査実施、原因分析、
資料化

担当業務の進
行管理

後輩、スタッフへ
の教育的対応

Ⅰ

担当以外の分野
の基本的な事例
への対応

担当する保健分野
の地域のアセスメン
ト

予測下での自己の役割

健康調査技術・倫理的配
慮のある対応技術

メンバーシップ

○担当する分野
の個人・家族への
対応（母子、成人、
高齢者）

個人・家族の背景と
しての地域

資源としての地域

健康危機に関する基本的
知識

組織規範と規
律、使命

平成19年度厚生労働科学研究報告書「保健師指導者の人材育成プログラムの開発」 代表佐伯和子



人材育成の検討会報告書

報告書 年度 内容

地域保健従事者の資質の向上に関する検討会報告書（平成15年）

新任期、中堅期、管理期の教育目標と体制整備

新任時期における地域保健従事者の現任教育に関する検討会
報告書 （平成16年）

新任期の詳細な時期別能力別の教育目標の提示

新任時期の人材育成モデルプログラム作成事業検討会報告書
7自治体のモデル事例 （平成17年）

新任時期の人材育成プログラム評価検討会報告書 （平成18年）

新任期1年目について中核となる10の目標の提示

指導者育成プログラムの作成に関する検討会報告書 （平成19
年）

新任者の指導にあたるプリセプターと管理者の育成
12



管理者の教育目標
目 標

基本的能
力

１．誠意と気概を持って管理者としての立場と責任を全うする

２．情勢の変化に対応して、自らの判断で適切な対処ができる

３．地域保健活動におけるリーダーシップを発揮できる

行政能力 １．立案された計画とその遂行について支援ができる

２．調整目的や周知の範囲を明示し、必要に応じて関係機関と情報
の交換ができる

専門能力 １．複雑困難な事例、住民団体の主体的な活動の支援や運営のスー

パーバイズができる

２．施策化や保健計画策定のための組織的意図的な情報収集と分析、

活用の助言ができる

３．地域の必要に応じ、社会資源の開発ができる

指導力(教
育管理能力) 

1.施策事業や業務体制の改善に対し、助言と指示ができる

2.部下の能力を的確に評価し、育成することができる
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平成18年度 指導者育成プログラムの作成に関する検討会報告書



人材育成における管理者の重要性

保健活動の現場

地方分権による市町村合併の促進、分散配置
PDCAサイクルを活用した保健活動、成果と評価

マネジメント業務

指導的立場にある保健師の役割の重要性

人材育成
組織管理、業務管理

指導的立場にある保健師の役割の重要性

人材育成
組織管理、業務管理

組織の変革組織の変革

平成19年度厚生労働科学研究報告書「保健師指導者の人材育成プログラムの開発」 代表佐伯和子 改変



３.人材育成の方法と体制



継続教育の方法

卒後教育（Post Graduate Education）
・・・・・・大学院教育

現任教育（In-service Training）
・・・・・・OJT （職場内教育）

Off-ＪＴ(職場外教育）

ジョブ・ローテーション

自己啓発

自己啓発・自己教育

卒後教育（Post Graduate Education）
・・・・・・大学院教育

現任教育（In-service Training）
・・・・・・OJT （職場内教育）

Off-ＪＴ(職場外教育）

ジョブ・ローテーション

自己啓発

自己啓発・自己教育
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基礎教育基礎教育



OJTでの人材育成のアプローチ
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組織の人材観と育成の考え方組織の人材観と育成の考え方

組織の理念と方針組織の理念と方針 組織構造組織構造 組織文化・風土組織文化・風土 リーダーシップリーダーシップ

学習への動機づけ・実践のサポート
知識・技術、興味、意義

振返りと評価

環
境
・
組
織
変
革

ア
プ
ロ
ー
チ

環
境
・
組
織
変
革

ア
プ
ロ
ー
チ

教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ

教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ

指導者 新任者・スタッフ新任者・スタッフ信頼関係

サービスやケアの質の保証
住民への責任

サービスやケアの質の保証
住民への責任



有効な人材育成プログラムの要素１

１．カリキュラム

１）内容

・人材育成の基本的な考え方

・指導に必要な能力・・・

・スタッフ育成技術・・・モデリング、コーチングなど

２）方法

・実践的な取組

・人材育成計画の作成

・グループワークによる共有と振り返り

３）自己の発達課題としての指導力育成

・自分の課題から出発し、自分たちの課題としてとらえる



有効な人材育成プログラムの要素２

２．指導者育成体制

１）都道府県全体での取り組み

２）現任教育の推進者、推進組織の存在

検討会や委員会

３）継続的運用と進行管理ができる体制

４）キャリア段階別の指導者研修体制

５）育成モデルプログラムの提示

指導者育成カリキュラム、新任者指導マニュアル など

６）OJT（実践）をサポートする体制

教育機関、スーパーバイザー など



プログラム運営のポイント

１．人材育成の実践の動機づけを行い、現任教育の重要性と技術を
学習する

２．研修会（Oｆｆ‐JT）と、計画を作成し実践を行うOJTを組合せる

３．計画を作成し実践、評価までを実際に体験する

４．ギャッジアップを行えるジョブローテーションを意図的に組合せる

５．自己啓発ならびにふり返りの機会である自己内省を重視したプロ
グラムとする

職場の実態
参加者の問
題意識

職場の実態
参加者の問
題意識

研修会研修会

人材育成計画
の作成
職場での人材
育成の実践

人材育成計画
の作成
職場での人材
育成の実践

研修会
振り返
り

研修会
振り返
り

計画修正
実践評価

計画修正
実践評価

新たな課
題への取
り組み

新たな課
題への取
り組み

平成19年度厚生労働科学研究報告書「保健師指導者の人材育成プログラムの開発」 代表佐伯和子



人材育成の職場体制の整備

１．人材育成の取り組みへの認識と方針の共有

職場の教育マニュアルやプログラムの作成

新任には意図的な地域活動の実践経験と振返りの重視

２．人材育成担当者の配置

指導者の配置、指導者の支援体制

３．研修会（Off-JT）と連動させたＯＪＴ

４．教育的な職場環境づくり

事例検討、業務検討、記録の指導など

５．教育的な評価体制

人を伸ばす建設的な評価、総括者としての総合的な評価

６．人事管理（配属、異動、昇任）と人材育成を関連
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広域的総合的な人材育成体制の整備

１ 保健所の人材育成力の強化

保健所は管内の人材育成の要

研集会の企画と講師の実施

日常的な市町村支援と人材育成の連結

２ 都道府県本庁の役割

人材育成における全県体制（またはブロック体制）

管理者育成

３ 大学等の教育機関との連携

４ 卒後研修体制の整備（国の制度化、地域の自主活動）への
働きかけ
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県全体で取り組む保健師指導者の
人材育成プログラム実施体制

大学、教育機関、保健医療科学院、職能団体大学、教育機関、保健医療科学院、職能団体

支援、コンサルテーション

セカンドレベルプログラム
企画、運営、評価

セカンドレベルプログラム
企画、運営、評価ファーストレベルプログラ

ム企画、運営、評価

ファーストレベルプログラ
ム企画、運営、評価

プリセプ
ター

新人

プリセプター
支援

部署全体の人材育
成

部署全体の人材育
成

組織全体の人材育成、人事管理

市町村への支援

プログラムの企
画、運営、評価
担当

県 人材育成
担当

県 人材育成
担当

近隣県 人材育
成担当

近隣県 人材育
成担当

◆ファーストレベルのプログラムとセカンドレベルのプログラムは入れ子式となっている
セカンドレベルプログラムの実践の対象がファーストレベルプログラムの参加者である

各課、係
への支援

平成19年度厚生労働科学研究報告書「保健師指導者の人材育成プログラムの開発」佐伯和子



まとめ

保健師の資質の向上のために

１．長期を展望した人材育成のビジョンと計画をつくる

２．地域の住民や関係者から信頼され、期待される人材
像とその能力を明確にする

３．OJTの推進：日常活動の中で、意図的教育的なかか

わりを行う

４．円滑なコミュニケーションの職場をつくる

５．都道府県単位での組織的な取り組みを推進する


